
 

令和元年度  

大阪市中央卸売市場食の安全・安心連絡会 次第 

 

 

令和元年７月２３日(火)  

午後４時００分～ 

本場業務管理棟３階会議室 

 

１. 開 会 

 

２. 企画担当課長あいさつ 

 

３. 議題   平成３０年度実施結果報告 

     令和元年度実施計画 

・本    場 

・東部市場  

・南港市場  

・企画担当 

 

４. その他 

  

    ５. 閉 会 

 



（本 場） 

平成３０年度事業報告 
 

開催年月日 事 業 名 場 所 内 容 

年 間 食中毒予防関連

等 

啓発広報事業 

衛生教育事業 

 ・食中毒予防啓発放送及び｢食中毒注意

報発令中｣プレート掲示等 （7/1～9/30）

・衛生講習会 

市場新規採用者    6１名 (4/13) 

青果卸業者        4 名 (4/10) 

水産卸業者       10 名 (4/10)  

ゆでだこ取扱業者    9 名 (9/21) 

フグ取扱業者      ５２名 (10/5,9) 

    市場見学者等     741 名（27 回） 

 

・中央卸売市場本場広報誌による食品衛生

情報の発信（4 回） 

30 年 6 月 25 日 

   （月） 

理事会 業務管理棟 

16 階 

食品衛生検査所

研修室 

・平成 29 年度定期総会の開催について 

・食中毒予防キャンペーンの実施について 

・その他 

            役員 ８名  

30 年 7 月 3 日 

   （火）  

食品衛生講習会 業務管理棟 

16 階 

大ホール 

・食中毒予防について 

・HACCP の制度化について 

           参加者 89 名 

29 年 7 月 12 日 

   （木）  

定期総会 業務管理棟 

16 階 

大ホール 

・平成 29 年度事業報告について 

・平成 29 年度収支決算報告並びに会計 

監査報告について 

・役員の選出について 

・平成 30 年度事業計画(案)について 

・平成 30 年度予算（案）について 

            出席者 28 名 

30 年 7 月 20 日 

   （金） 

食中毒予防 

キャンペーン 

場 内 

 

・場内関係者や買出し利用者に対して、 

食中毒予防を啓発 

・啓発用うちわ、約 3,000 枚配布 

          参加者 43 名 



（本 場） 

開催年月日 事業名 場 所 内 容 

30 年 11 月 16 日 

   （金）  

 

第 2 回理事会 業務管理棟 

16 階 

食品衛生検査所

研修室 

・平成 30 年度見学会について 

・平成 31 年度大阪市食品衛生監視指導計

画（案）について 

             役員 11 名 

30 年 11 月 29 日 

（木） 

食品衛生講演会 業務管理棟 

16 階 

大ホール 

演題：制度化される HACCP の概要と求め

られる対応について 

講師：公益社団法人 

大阪食品衛生協会 

    食品検査センター 吉田所長 

 

               参加者 69 名 

31 年 2 月 26 日 

   （火）  

施設見学 京都市 

酒類製造工場 

 

          参加者 33 名 

 

ア 中央卸売市場食品衛生検査所 検査概要 

種別 
検 査 件 数 

不良件数 
 細菌検査 理化学検査 

総  計 15,818 3,262 12,556 ― 

生 鮮 水 産 物 975 990 87 ― 

加 工 水 産 物 1,181 836 373 ― 

青 果 物 13,403 1,458 12,804 ― 

上 記 以 外 の 食 品 259 247 117 ― 

 

イ 放射性物質検査 

種別 検査検体数 検出件数 

総  計 109 ― 

生 鮮 水 産 物 21 ― 

加 工 水 産 物 44 ― 

青 果 物 29 ― 

上 記 以 外 の 食 品 15 ― 

 

ウ 検査による違反品 

・ なし 

 

エ 主な調査研究業務 

・市場内流通食品等から分離される菌株の薬剤耐性状況について 



（本 場） 

 

 

令 和 元 年 度 事 業 計 画 ( 案 ) 
 
 

月 事      業      名 

７ 月 
 
～ 
 

９ 月 

・第１回理事会の開催 

 

・令和元年度定期総会の開催 
 
・食品衛生の普及啓発事業、衛生講習会の実施 

 
・食中毒注意報の周知啓発 

 

・食中毒予防キャンペーンの開催 

 

１０月 
 
～ 
 

１２月 

・食品衛生講演会の開催 

 

・研修員の派遣（学会、研修会、他機関） 
 

・食品衛生情報の発信 

 

１ 月 

 

～ 

 

３ 月 

・第２回理事会の開催 

 

・見学会の開催 

 

・食品衛生情報の発信 

４ 月 
～ 

６ 月 

・食品衛生講習会、研修会の実施 

 

・食品衛生啓発活動の実施 

年  間 

・食品衛生思想の普及啓発 
 

・市場における衛生意識の高揚  

 



（東部市場） 

平成３０年度実施内容 

１ 実施事業 

実施月日 事業名 場所 内容 

6/22（金） 

13時～14時 

食品安全推進委員

会 

市場協会 

４階ホール 

・平成29年度事業報告及び決算について 

・平成30年度事業計画案及び予算案について 

・条例等改正によるふぐの規制の変更について 

・役員20名 

7/6（金） 

7時～9時 

食中毒予防キャン

ペーン 
市場内 

・場内を巡回して食中毒予防を啓発 

・啓発用ポケットティッシュ3,000個配布 

・参加者39名 

7月～9月 

食中毒注意報の発

令等の食中毒予防

啓発 

市場内 

・正門に「食中毒注意報発令中」の看板設置 

・場内放送（午前7時、8時） 

・せり場入荷数量等表示装置による啓発表示 

6月、9月、 

12月、3月 

（年４回） 

東部中央卸売市場

広報誌「いきいき

東部市場ニュース

（食品安全推進委

員会だより）」によ

る情報発信 

 

・第53号：食品中の放射性物質について 

・第54号：食中毒予防キャンペーンの実施及び

食中毒注意報について 

・第55号：ノロウイルスに対する消毒について 

・第56号：食品衛生法の改正について 

3/12（火） 

11時～12時 

食の安全・安心講

習会 

市場協会 

４階ホール 

・テーマ：実践！作ってみよう、卸売市場の

HACCP 

・講師：特定非営利活動法人近畿HACCP実践研

究会 理事長 戸ヶ崎 恵一 氏 

・参加者59名 

通年 食中毒啓発パネル 
水産卸棟２階

大会議室 
・食中毒予防啓発のパネル掲示 

6月～11月 食品衛生講習会 

東部水産物卸

協同組合会議

室 

・ゆでだこ販売仲卸業者（6/26）：参加者6名 

・マグロ販売仲卸業者（10/16）：参加者10名 

・ふぐ処理仲卸業者（11/6）：参加者10名 

・塩干魚販売仲卸業者（11/12）：参加者8名 

 

２ 東部市場食品衛生検査所の検査概要 

種別 

理化学検査 
細菌検査 合計 

不良 

検体数 

 うち放射性物質 

検体数 
検査 
件数 

検体数 
（再掲） 

検査 
件数 
（再掲） 

検体数 
検査 
件数 

検体数 
検査 
件数 

生鮮水産物 84 142 58 58 111 596 125 738 0 

加工水産物 120 290 0 0 80 366 136 656 0 

青果物 105 5792 65 65 56 706 107 6498 0 

その他の食品 115 327 1 1 81 516 125 843 0 

合計 424 6551 124 124 328 2184 493 8735 0 

 



（東部市場） 

令和元年度実施計画 

 

実施月日 事業名 

６月１３日（木） 

１３時～１４時 

食品安全推進委員会の開催 

（市場協会４階ホール） 

７月４日（木） 

７時～９時 
食中毒予防キャンペーン 

７月～９月 

食中毒注意報の発令等の食中毒予防啓発 

・「食中毒注意報発令中」の看板設置 

・場内放送 

・せり場の入荷数量等表示装置による啓発 

６月、９月、 

１２月、３月 

（年４回） 

東部中央卸売市場広報誌「いきいき東部市場ニュース（食品安全

推進委員会だより）」による情報発信 

（第５７号～第６０号） 

２月下旬～３月 

午前１１時～ 
食の安全・安心講習会 

通年 
食中毒予防啓発用パネルの掲示 

（水産卸棟２階大会議室） 

６月～１１月 

食品衛生講習会 

（ゆでだこ販売仲卸業者、マグロ販売仲卸業者、ふぐ処理仲卸業

者、塩干魚販売仲卸業者 他） 

 

 



（南港市場） 

平 成 30年 度 事 業 報 告 

 

                                         食 肉 衛 生 検 査 所          

 

１  と 畜 検 査 関 係 業 務  

（ １ ） と 畜 検 査  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） Ｂ Ｓ Ｅ ス ク リ ー ニ ン グ 検 査  

  生 後 24か 月 齢 以 上 で 症 状 を 呈 す る 牛 が ０ 頭 で あ り 、 検 査 数 ０ 件  

 

（ ３ ） 疾 病 デ － タ の 関 係 者 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク  

  豚：２ 業 者 、１ 機 関 に 対 し 、８ 項 目（ 疾 病 ）に つ い て 、ま た １ 機 関 に 対 し 、

13項 目 （ 疾 病 ） に つ い て 、 月 毎 の デ ー タ を 提 供 し た 。  

  

（ ４ ） 全 国 食 肉 衛 生 検 査 所 協 議 会 事 業 へ の 参 加  

  研 修 会 等 に 参 加 、 発 表 を 行 っ た 。  

 

２ 試 験 室 内 検 査 業 務  

（ １ ） Ｏ １ ５ ７ 等 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 の 検 査  

   牛 消 化 管 内 容 物 10検 体 に つ い て 実 施 し 9検 体 （ 90％ ） が 陽 性 で あ っ た 。  

 

（ ２ ） 衛 生 管 理 の た め の 指 標 細 菌 の 検 査  

・ と 畜 検 査 関 係 ： 牛 ・ 豚 枝 肉 、 器 具 ・ 容 器 に つ い て 計 80検 体  

・ 食 鳥 検 査 関 係 ： 食 鳥 と 体 、 と 体 腸 内 容 物 、 処 理 水 に つ い て 計 80検 体  

検 査 を 実 施 し 、 衛 生 教 育 ・ 監 視 指 導 の 資 料 と し た 。  

 

（ ３ ） 食 肉 中 の 残 留 抗 菌 性 物 質 モ ニ タ リ ン グ 検 査  

  牛 豚 計 105検 体 及 び 食 鳥 50検 体 に つ い て 実 施 し た 。  

 

３  食 品 衛 生 関 係 業 務  

（ １ ） 食 肉 及 び 食 鳥 肉 の 衛 生 及 び 品 質 管 理 の 指 導  

（ ２ ）食 肉 処 理 施 設 及 び 食 鳥 処 理 場 の 衛 生 保 持 指 導（ 法 改 正 に 伴 う HACCP導 入 を

含 む ）  

（ ３ ） 南 港 市 場 内 食 品 関 係 施 設 の 監 視 指 導  

（ ４ ） 食 肉 及 び 食 鳥 処 理 場 関 係 者 に 対 す る 衛 生 教 育  

技 術 作 業 員 や 内 臓 取 扱 業 者 等 を 対 象 に 食 中 毒 予 防 及 び Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に つ い て

計 ２ 回 （ 計 54名 ） の 講 習 会 を 実 施 し た 。  

 

 牛 豚 計 

と畜検査頭数 21,609 53,077 74,686 

精密検査頭数 78 218 296 

合格頭数 40 121 161 

全部廃棄頭数 38 97 135 



（南港市場） 

４  調 査 研 究  

（ １ ） 枝 肉 の 衛 生 管 理 に 関 す る 研 究  

（ ２ ） 検 査 対 象 疾 病 の 精 密 検 査 基 準 の 検 討  

（ ３ ）リ ア ル タ イ ム PCRを 用 い た 病 原 微 生 物（ ヨ ー ネ 菌 、サ ル モ ネ ラ 等 ）迅 速 同

定 法 の 検 討  

（ ４ ） 食 品 に 残 留 す る 動 物 用 医 薬 品 試 験 法 に お け る 検 査 項 目 導 入 の 検 討  

（ ５ ） 食 鳥 検 査 に お け る 疾 病 罹 患 状 況 の 調 査  

（ ６ ） 腫 瘍 病 変 の 鑑 別 診 断  

（ ７ ） 牛 に お け る ヨ ー ネ 病 の 疫 学 調 査  

（ ８ ） 迅 速 固 定 法 の 検 討  

（ ９ ） 家 畜 お よ び 家 禽 由 来 の 薬 剤 耐 性 菌 の 調 査  

 



 

                                       （南港市場） 

 

令和元年度事業計画  

 

                                                 食肉衛生検査所  

 

１  と畜検査関係業務  

（１）と畜検査体制の見直しと強化  

（２）と畜検査における精度管理の推進  

（３）食品影響評価に伴う SRM分別管理の見直し  

（４）疾病データの関係者へのフィードバック  

（５）全国食肉衛生検査所協議会事業への参加  

（６）新南港市場基本設計推進に伴う衛生指導  

（７）南港市場、家畜保健衛生所と連携した家畜伝染病防疫体制の強化  

 

２   食鳥検査関係業務  

（１）食鳥検査体制の強化（高病原性鳥インフルエンザ検査を含む）  

（２）高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 検 査 で 疑 陽 性 と な っ た 場 合 の 防 疫 体 制 の 推 進  

 

３   試験室内検査業務  

（１）要精密検査となったと体の病理、細菌、理化学的検査  

（２） O157等腸管出血性大腸菌の検査  

（３）食肉処理場内の衛生管理のための指標細菌等の検査  

（４）食鳥処理場内の衛生管理のためのカンピロバクターを含む指標細菌等の検査  

（５）試験室内検査における GLPの推進  

（６）食肉（食鳥肉を含む）中の残留有害物質モニタリング検査  

（７）食肉中の放射性物質スクリーニング検査  

 

４   食品衛生関係業務  

（１）食肉及び食鳥肉の衛生及び品質管理の指導  

（２）食肉及び食鳥処理場の衛生保持指導（法改正に伴う HACCP導入を含む）  

（３）南港市場内食品関係施設の監視指導  

（４）食肉及び食鳥処理場関係者に対する衛生教育  

 

５   調査研究  

（１）枝肉の衛生管理に関する研究  

（２）検査対象疾病の精密検査基準の検討  

（ ３ ） リ ア ル タ イ ム PCRを 用 い た 病 原 微 生 物 （ ヨ ー ネ 菌 、 サ ル モ ネ ラ 等 ） 迅 速 同 定

法の検討  

（４）食品に残留する動物用医薬品の成分である物質の試験法における新たな検査

項目導入の検討  

（５）食鳥検査における疾病罹患状況の調査  

（６）腫瘍病変の鑑別診断  

（７）牛におけるヨーネ病の疫学調査  

（８）病変カラーアトラスの作成  

（９）家畜及び家禽由来の薬剤耐性菌の調査  



 

                                       （南港市場） 

 

（ 10）心外膜炎発症豚における細菌学的検索  

（ 11）非定型抗酸菌の迅速同定法の確立  

（ 12）家禽におけるカンピロバクター保有率の調査  

 



（企画担当） 

平成３０年度実施内容 
 

①  食の安全・安心連絡会 

７月２３日（月） １６：００～    業務管理棟１５階 第３会議室 

 

②  講習会の開催（２回） 

（本場） 

 開催日時：３月１４日（木）１１：００～ 

 会  場：業務管理棟１６階大ホール 

 参加人数：６０名 

 

（東部市場） 

 開催日時：３月１２日（火）１１：００～ 

 会  場：東部市場協会ホール 

 参加人数：５９名 

 ※東部市場開催分については、東部市場協会食品安全推進委員会とともに実施 

 

（テーマ・講師） 

「実践！作ってみよう卸売市場の HACCP」 

特定非営利活動法人 近畿 HACCP 実践研究会 

     理事長  戸ヶ崎 恵一 氏 

 

③  ホームページ等を利用しての情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 



（企画担当） 

 

令和元年度実施計画（案） 
 

① 食の安全・安心連絡会 

７月２３日（火） １６：００～ 業務管理棟３階 会議室 

    ※各場から開催の提起があれば随時開催 

 

② 講習会の開催（２回） 

※各場でそれぞれ１回開催（テーマは未定） 

 

③  ホームページ等を利用しての情報発信 

 

④  食品衛生講習会 

７月２日（火） １３：００～ 業務管理棟１６階 大ホール 

※「ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理のための手引書」を資料提供 
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